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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：平成31年4月19日（金）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：大熊長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから原子力規制庁の定例ブリーフィ

ングを始めます。 

○大熊総務課長 それでは、お手元の広報日程に基づいて、補足説明をさせていただきま

す。 

  本日は、審査会合5件について御説明をいたします。 

  まず、2ページ目中段になります。4月23日火曜日、（6）第707回の審査会合、こちら

が午前中に開催される予定でございます。こちらは特定重大事故等対処施設に係る審査

のため、非公開として開催させていただきます。 

  審査の対象は1件予定されております。関西電力の高浜発電所1号機、2号機、こちらの

特重施設の工事計画認可についての審査が行われる予定でございます。 

  次に、その下、（7）第708回の審査会合が同日の午後に開催される予定でございます。

こちらの審査の対象は、2件予定されてございます。 

  まず、1件目といたしまして、BWR関係各社の合同の審査ということで、内容は、除染

係数の設定の考え方についてということでの審査を予定してございます。本件について

は、既に審査会合での議論を一度行っておりまして、それを踏まえてのコメント回答の

予定でございます。 

  次に、2件目といたしまして、東北電力・女川発電所2号機、こちらの設置変更許可に

ついての審査が予定されております。内容は、重大事故時のアクセスルート、また、LOCA

時の対策の有効性評価などの論点につきまして、コメント回答の予定でございます。 

  次に、3ページ目上段です。（8）第271回の核燃料施設等に関する審査会合が、こちら

も同じく23日火曜日の午後に開催される予定でございます。 

  議題は、記載のとおり、日本原燃株式会社の再処理施設、MOX燃料加工施設及び廃棄物

管理施設についての新規制基準適合性の審査の予定でございます。こちらは御案内のと

おりかと思いますが、3月末の審査会合におきまして、それに先立って行われた委員会

での議論を踏まえまして、指摘事項などについてお伝えをし、説明を求めたところでご

ざいます。それを受けての検討結果について、事業者から説明をお聞きするという予定

でございます。 

  次に、その下、4月24日水曜日、（10）第272回の核燃料施設等に係る審査会合、こち
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らが午後に開催される予定でございます。こちらは今回から山中委員が対応する予定で

ございます。 

  議題は、記載されております、リサイクル燃料貯蔵株式会社の使用済燃料貯蔵施設の

新規制基準適合性の審査の予定でございます。本件につきましては、2月に一度、原子

力規制委員会において審査方針について審議が行われ、その結果を審査会合においてお

伝えをして、検討を求めたところでございます。その検討結果についての説明を事業者

からお聞きするという予定でございます。 

  次に、その下、3ページ目下段になります。4月25日木曜日、（12）第709回の審査会合

が予定されております。こちらは特定重大事故等対処施設に係る審査のため、非公開と

して開催させていただきます。審査の対象は、関西電力・大飯発電所3号機及び4号機、

こちらの特重施設に係る設置変更許可についての審査が行われる予定でございます。 

  私からの御説明は以上になります。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの御質問をお受けします。いつものとおり、所属とお名前を

おっしゃってから質問のほうをお願いいたします。 

  なお、本日は、機器のトラブルのため、会場のマイクが使用できませんので、少し大

きな声で御質問いただきますようお願いいたします。 

  それでは、質問のある方はお手をお挙げください。御質問はいらっしゃいますでしょ

うか。どうぞ、お願いします。 

○記者 朝日新聞のオガワです。よろしくお願いします。 

  23日午後と25日に特重施設について、23日は高浜1号の工事計画認可、25日は関電・大

飯3・4号の設置変更許可ということなのですが、先日議論がありましたいわゆる工事期

限についての議論というのは、事業者から改めて説明を聞くなど、何か対応される予定

はありますでしょうか。 

○大熊総務課長 今、御質問の中で言及いただきましたのは、先日のいわゆるCNO会議の中

で、事業者のほうから、特重施設の工事について、時間がかかっているという説明があ

ったということについてだと存じます。こちらの審査会合は、技術的な面についての審

査を鋭意進めていくということですので、こちらで、私ども原子力規制委員会・規制庁

の側として現在想定している内容において、特にそういったことを議論するということ

は、予定はされていないと承知しています。 

  なお、余談になりますけれども、CNO会議の場でも委員長などから、また委員会で議論

を要するというような発言がありましたので、そういったことがいずれタイミングとし

てあるのかもしれないと思います。 

 

○司会 ほかに御質問はございますでしょうか。 
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  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。お疲れさまでした。 

 

－了－ 


